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★
1997
年
7
月
1
日
、
香
港
が
英
国
か
ら
中
国

へ
返
還
さ
れ
た
。
中
国
は
155
年
ぶ
り
に
、
香

港
の
主
権
を
回
復
し
た
。
中
華
人
民
共
和
国

は
、
鄧
小
平
が
示
し
た
「
一
国
二
制
度
」
を

も
と
に
、
香
港
は
中
華
人
民
共
和
国
の
高
度

な
自
治
権
を
持
つ
特
別
行
政
区
と
な
り
、
50
年
後
の
2047
年

ま
で
、
維
持
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
★
返
還
当
時
か

ら
、
中
国
政
府
が
、
香
港
の
言
論
の
自
由
を
尊
重
し
、
民

主
主
義
を
維
持
す
る
の
か
、
有
識
者
の
間
で
危
惧
さ
れ
て

い
た
。
昨
年
2
月
、
香
港
政
府
が
逃
亡
犯
条
例
の
制
定
を

目
指
す
と
表
明
、
こ
れ
に
反
発
し
た
若
者
、
学
生
が
中
心

と
な
り
、
連
日
大
規
模
な
デ
モ
が
繰
り
返
さ
れ
、
香
港
政

府
は
条
例
の
制
定
を
断
念
し
た
。
★
こ
れ
で
解
決
と
思
っ

て
い
た
ら
、
今
年
に
入
り
、
中
国
政
府
に
対
す
る
批
判
、

抗
議
は
犯
罪
と
看み

做な

す
、
香
港
国
家
安
全
法
が
、
6
月
30

日
に
施
行
さ
れ
た
。
50
年
間
保
証
さ
れ
た
香
港
の
「
一
国

二
制
度
」、
香
港
の
民
主
主
義
は
、
脆も

ろ

く
も
く
ず
れ
さ
ろ

う
と
し
て
い
る
。
中
国
は
、
国
家
間
の
約
束
を
守
ら
な

い
、
信
用
で
き
な
い
国
で
あ
る
こ
と
が
世
界
に
広
ま
っ

た
。
★
加
え
て
、
中
国
公
船
が
100
日
以
上
に
亘
っ
て
尖
閣

諸
島
の
接
続
水
域
を
航
行
し
、
日
本
漁
船
に
大
き
な
脅
威

と
な
っ
て
い
る
。
最
近
の
中
国
の
動
き
は
、
日
本
の
安
全

保
障
上
、
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
。
我
が
国
の
強
い
意

志
を
示
し
、
中
国
の
覇
権
主
義
、
膨
張
政
策
を
食
い
止
め

る
必
要
が
あ
る
。
★
習
近
平
国
家
主
席
の
、
国
賓
と
し
て

の
訪
日
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
順
延
と
な
っ
た
が
、
中
国

の
覇
権
主
義
、
拡
張
政
策
に
各
国
が
懸
念
を
示
し
て
い
る

時
期
に
、
何
故
今
、
周
主
席
が
国
賓
な
の
か
と
疑
問
の
声

が
あ
が
っ
て
い
る
。
自
民
党
だ
け
で
な
く
、
直
近
の
世
論

調
査
で
も
、
60
％
以
上
の
人
が
、
国
賓
と
し
て
迎
え
る
こ

と
に
、
反
対
し
て
い
る
。
政
府
は
党
内
、
国
民
世
論
に
配

慮
し
て
、
対
応
す
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
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5月25日緊急事態宣言の解除を発表する安倍首相
（出典：首相官邸ホームページ）

安
倍
内
閣
難
し
い
政
策
判
断

収束見えず増える感染者収束見えず増える感染者
行動自粛か経済振興か行動自粛か経済振興か

収束見えず増える感染者収束見えず増える感染者
行動自粛か経済振興か行動自粛か経済振興か

4
月
16
日
政
府
は
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
し
、
5
月
6
日
ま
で
行
動

自
粛
を
要
請
し
、
か
な
り
の
効
果
を
発
揮
し
て
、
感
染
者
数
は
減
少
傾

向
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
調
子
で
推
移
す
れ
ば
、
早
期
収
束
も
可
能
だ
と

思
わ
れ
て
い
た
。
自
粛
期
間
中
、
外
国
か
ら
の
観
光
客
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
ど
の
観
光
地
も
前
年
度
と
比
較
し
て
、
100
％
近
い
落
ち
込
み
で
あ

る
。
し
か
も
、
人
の
移
動
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
だ
っ
た
た
め
に
、
消

費
が
極
端
に
減
少
し
、
経
済
へ
の
影
響
は
深
刻
に
な
っ
て
来
た
。
政
府

は
、
経
済
回
復
の
た
め
に
、
5
月
25
日
に
緊
急
事
態
宣
言
を
解
除
、
6

月
19
日
か
ら
都
道
府
県
を
跨ま
た
ぐ
行
動
の
自
粛
を
緩
和
し
た
。
そ
れ
以

降
、
感
染
者
数
は
再
び
徐
々
に
増
え
は
じ
め
、
最
近
で
は
東
京
で
1
日

に
300
人
近
い
感
染
者
が
出
て
い
る
。
大
阪
、
そ
し
て
京
都
で
も
増
加
傾

向
が
続
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
7
月
23
日
か
ら
の
4
連
休
で
、
感
染
者

数
の
大
幅
な
増
加
が
憂
慮
さ
れ
る
。
国
民
の
イ
ラ
イ
ラ
は
日
毎
に
募
る

ば
か
り
で
あ
る
。
誰
に
も
怒
り
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
も
出
来
ず
、
勢
い
批

判
の
矛
先
は
安
倍
内
閣
に
向
け
ら
れ
る
。
政
府
に
解
決
の
特
効
薬
も
な

い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
厄
介
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
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有志の会から世耕幹事長に
要望書を手渡す

高市早苗総務大臣に提言書を手渡す
議連メンバー（右から4番目、二ノ湯議員）
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参
議
院
、
地
方
の
声
を
国
政
に
活
か
す

参
議
院
、
地
方
の
声
を
国
政
に
活
か
す

　　
地
方
議
会
の
意
見
書
に

地
方
議
会
の
意
見
書
に

誠
実
に
回
答
を

誠
実
に
回
答
を

首
都
大
学
の
地
方
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設

首
都
大
学
の
地
方
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設

地
方
創
生
に
効
果
あ
る
の
か

地
方
創
生
に
効
果
あ
る
の
か

国
勢
調
査
を
成
功
さ
せ
る
議
員
連
盟

国
勢
調
査
を
成
功
さ
せ
る
議
員
連
盟

調
査
の
方
法
、
結
果
の
公
表
で
提
言

調
査
の
方
法
、
結
果
の
公
表
で
提
言

都
道
府
県
議
会
を
始
め
と
す
る
地
方
議
会
は

通
常
、
年
4
回
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
都
度
、
議

会
で
は
、
国
政
、
地
方
の
課
題
に
関
す
る
意
見

書
を
国
会
、
政
府
に
提
出
す
る
。
意
見
書
の
内

容
は
、
各
会
派
が
当
初
か
ら
異
議
な
く
賛
成
す

る
も
の
は
少
な
く
、
再
三
再
四
協
議
を
重
ね
る

の
が
、
常
と
な
っ
て
い
る
。
政
治
的
な
問
題
と

な
る
と
各
会
派
と
も
意
見
が
異
な
り
、
地
方
議

会
の
立
場
だ
け
で
は
決
め
ら
れ
な
い
。
各
会
派

の
代
表
は
、
意
見
書
の
内
容
を
政
党
本
部
に
照

会
し
、
了
解
を
求
め
る
場
合
も
あ
る
。
そ
し
て

よ
う
や
く
、
意
見
書
の
採
択
と
な
る
。
そ
ん
な

苦
労
を
し
て
地
方
議
会
か
ら
、
国
会
に
送
っ
て

も
、
意
見
書
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
の
か
、
返

事
も
来
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
地
方
の
切
実

な
声
に
耳
を
傾
け
、
真
摯
に
対
応
す
る
こ
と

は
、
国
会
と
し
て
の
大
き
な
責
任
で
あ
る
。
意

見
書
の
審
議
も
せ
ず
、
国
会
の
最
終
委
員
会

で
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
書
の
数
を
報
告
す
る
の

み
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も
、

国
会
と
し
て
無
責
任
で
あ
り
、
地
方
議
会
の
苦

労
を
無
視
し
、
失
礼
で
あ
る
。
こ
の
度
、
自
民

党
参
議
院
の
有
志
、
主
に
地
方
議
会
出
身
議
員

が
発
起
人
と
な
っ
て
、「
地
方
議
会
の
意
見
書

を
活
か
す
有
志
の
会
」
を
結
成
、
地
方
議
会
の

意
見
書
を
参
議
院
で
、
率
先
審
議
し
て
、
誠
実

に
回
答
す
る
よ
う
に
求
め
る
要
望
書
を
7
月
21

日
に
世
耕
自
民
党
参
議
院
幹
事
長
に
手
渡
し

た
。
当
日
は
、
都
道
府
県
議
長
会
、
市
議
会
議

長
会
、
町
村
議
長
会
の
各
事
務
総
長
も
出
席
し

た
。
3
議
長
会
は
国
会
ま
た
は
関
係
省
庁
に
提

出
し
た
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
国
の
政

策
立
案
に
積
極
的
に
活
用
す
る
と
共
に
、
活
用

し
た
結
果
を
誠
実
に
回
答
す
る
こ
と
を
決
議
し

て
い
る
。
議
長
会
の
期
待
も
大
き
い
。
幹
事
長

は
参
議
院
自
民
党
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
意
見
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
、
早
急
に
検
討
す
る
と
表
明
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
対
策
を
め
ぐ
っ
て
、
全
国
の
多
く
の
知
事

か
ら
発
言
が
あ
り
、
国
と
地
方
の
思
い
の
違
い

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
機
会
を
捉

え
て
、
国
と
し
て
、
地
方
議
会
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
多
く
の
意
見
書
を
参
考
に
、
効
果
的
な
地
方

活
性
化
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
全
国
、
都
道
府
県
を
選
挙
区
と
す
る
参
議

院
議
員
こ
そ
、
意
見
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
地
方

の
声
を
政
治
に
活
か
す
の
に
、
ふ
さ
わ
し
い
立

場
に
あ
る
。

経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2020
、
い

わ
ゆ
る
骨
太
の
方
針
が
7
月
17
日
に
決
ま
っ

た
。
こ
の
方
針
に
列
挙
さ
れ
た
項
目
が
実
施
さ

れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
本
来
な
ら
ば
、
大
き

な
施
策
が
国
家
戦
略
と
な
っ
て
、
実
行
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
最
近
、
多
く
の
議

員
が
各
人
の
専
門
分
野
、
地
元
要
望
、
或
い
は

業
界
要
望
と
お
ぼ
し
き
も
の
ま
で
も
、
骨
太
の

方
針
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
あ
れ
も

こ
れ
も
骨
太
方
針
案
に
書
き
込
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
正
直
、「
こ
れ
で
は
骨
太
と
は

言
え
な
い
」
と
い
う
声
が
、
自
民
党
内
か
ら
聞

こ
え
て
く
る
。
今
年
の
骨
太
の
方
針
に
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
項
目
が
多
い
。
今

回
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
っ
て
、
改
め
て
東
京

1
極
集
中
が
、
日
本
社
会
に
と
っ
て
大
き
な

リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
が
、
明
ら
か
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
以
前
か
ら
叫
ば
れ
て

い
る
よ
う
に
、
地
方
へ
の
分
散
型
社
会
の
実
現

は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
手
段
の

一
つ
と
し
て
、
地
方
国
立
大
学
の
定
員
増
、
首

都
大
学
の
地
方
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
置
が
列
挙

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
施
策
が
果
た
し

て
、
地
方
の
創
生
、
活
性
化
に
つ
な
が
る
だ
ろ

う
か
。
例
え
ば
、
早
稲
田
や
慶
応
な
ど
の
有
名

私
学
が
進
出
し
た
ら
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

両
大
学
に
地
方
の
受
験
生
が
殺
到
し
、
そ
こ
を

卒
業
し
た
ら
、
東
京
に
就
職
す
る
可
能
性
が
高

い
。
今
以
上
に
、
地
方
の
私
大
が
定
員
割
れ
と

な
り
、赤
字
と
な
っ
て
倒
産
の
憂
き
目
を
見
る
。

今
般
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
国
勢
調
査
の
準

備
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
中
で
も
国
勢
調
査

員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発

令
や
外
出
自
粛
の
要
請
の
中
で
募
集
活
動
を
十

分
に
行
え
て
い
な
い
自
治
体
が
多
数
存
在
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
で
実
施
す
る
国
勢
調
査
は
、

大
き
な
困
難
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
回

の
調
査
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
、
以
下
の

点
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
に
申
し
入
れ
た
。

①
国
勢
調
査
員
が
行
う
調
査
書
類
の
配
布
及
び

調
査
票
の
回
収
の
期
間
を
延
長
し
、
国
勢
調

査
員
の
稼
働
力
を
高
め
る
こ
と
。

②
調
査
票
を
回
収
し
た
後
の
市
町
村
に
よ
る
審

査
に
つ
い
て
、
事
務
に
要
す
る
期
間
を
必
要

に
応
じ
て
延
長
す
る
こ
と
。

③
国
勢
調
査
結
果
の
公
表
を
延
期
す
る
た
め

に
、総
務
省
は
関
係
機
関
と
調
整
す
る
こ
と
。
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4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

◎
京
都
市
の
有
名
観
光
ス
ポ
ッ
ト
状
況

参
議
院
国
際
経
済
に
関
す
る
調
査
会

参
議
院
国
際
経
済
に
関
す
る
調
査
会

舞
鶴
市
長
、
市
の
苦
し
み
を
訴
え
る

舞
鶴
市
長
、
市
の
苦
し
み
を
訴
え
る

効
果
あ
が
ら
ぬ
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

効
果
あ
が
ら
ぬ
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

連
休
で
も
観
光
客
数
あ
ま
り
伸
び
ず

連
休
で
も
観
光
客
数
あ
ま
り
伸
び
ず

東
京
の
1
極
集
中
が
進
む
中
、
主
要
企
業
の

地
方
か
ら
の
撤
退
は
、
地
方
の
衰
退
に
一
層
、

拍
車
が
か
か
る
。
え
と
す
3
月
号
で
も
取
り
上

げ
た
が
、
舞
鶴
市
の
主
要
企
業
で
あ
る
マ
リ
ン

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
の
撤
退
は
、
舞
鶴
に
と
っ
て
極

め
て
深
刻
で
あ
る
。
舞
鶴
市
は
、
海
上
自
衛
隊

の
基
地
、
海
上
保
安
学
校
、
そ
の
上
、
海
上
保

安
庁
第
8
管
区
本
部
も
あ
り
、
い
わ
ば
日
本
海

側
の
唯
一
の
守
り
の
拠
点
で
も
あ
る
。
単
な
る

地
方
創
生
の
視
点
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
安

全
保
障
の
視
点
か
ら
も
、
政
府
は
も
っ
と
舞
鶴

市
を
重
要
視
す
る
べ
き
で
あ
る
。
6
月
3
日
、

参
議
院
「
国
際
経
済
・
外
交
に
関
す
る
調
査

会
」
が
開
か
れ
た
。
多
々
見
舞
鶴
市
長
は
参
考

人
と
し
て
招
か
れ
、
舞
鶴
市
の
現
状
、
造
船
業

の
重
要
性
、
地
方
創
生
に
つ
い
て
所
信
を
表
明

し
た
。市
長
の
発
言
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
海
洋
国
家
日
本
に
お
け
る
造
船
業
は
我
が
国

の
近
代
化
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
産
業
で
、
船
を
造
る
技
術
が
機
械
工
業

や
電
子
産
業
等
を
創
出
、
物
づ
く
り
大
国
日
本

の
ル
ー
ツ
、
源
流
と
な
る
産
業
と
言
え
る
。
そ

こ
で
、
未
来
の
造
船
業
に
つ
い
て
、
何
点
か
提

案
を
申
し
上
げ
ま
す
。
1
つ
目
は
、
日
本
の
国

防
、
海
の
安
全
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
自
国
で
機
密
性
の
高
い
自
衛

隊
艦
船
等
を
建
造
で
き
る
技
術
基
盤
の
強
化
と

技
術
人
材
の
育
成
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
2
つ
目
は
、
国
防
、
海
の
安
全
を
担

う
艦
船
の
建
造
に
は
、
常
時
最
新
の
高
度
な
技

術
力
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
技
術
力
、
ま

た
そ
れ
を
担
う
人
材
育
成
に
は
、
商
船
を
始
め
、

多
種
多
様
な
船
を
国
内
に
お
い
て
数
多
く
建
造

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
日
本
の

造
船
業
が
有
す
る
高
い
技
術
力
と
優
秀
な
人
材

を
海
外
に
流
出
さ
せ
ず
、
国
全
体
で
国
内
造
船

業
を
発
展
さ
せ
る
為
に
、
国
内
で
商
船
等
を
建

造
し
て
、
優
秀
な
人
材
を
育
成
す
れ
ば
、
高
い

造
船
技
術
が
維
持
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。
今
般

の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
経
験
し
、
東
京
を
始

め
と
す
る
大
都
市
を
中
心
と
し
た
3
密
の
中
で

成
り
立
っ
て
い
る
社
会
活
動
、
経
済
活
動
の
シ

ス
テ
ム
は
、
感
染
症
災
害
に
対
し
て
脆
弱
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
大
都
市
と

地
方
都
市
が
連
携
、
共
生
し
、
感
染
症
に
対
応

で
き
る
未
来
型
の
持
続
可
能
な
国
づ
く
り
を
見

直
す
重
要
な
局
面
に
立
っ
て
い
ま
す
。
我
々
は
、

百
五
十
年
前
、
国
を
挙
げ
て
見
事
に
近
代
化
を

果
た
し
、世
界
に
冠
た
る
日
本
を
築
き
ま
し
た
。

い
ま
一
度
、
我
々
は
、
近
代
化
を
果
た
し
た
と
き

と
同
様
に
、
国
を
挙
げ
て
こ
の
国
難
に
立
ち
向

か
う
覚
悟
と
決
意
を
持
っ
て
、
持
続
発
展
可
能

な
海
洋
国
家
日
本
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
シ
ス
テ
ム

を
つ
く
り
上
げ
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
予
防

の
た
め
、
海
外
の
往
き
来
、
国
内
の
移
動
が
制

限
さ
れ
た
た
め
に
、
経
済
活
動
が
萎
縮
、
中
小

零
細
企
業
か
ら
悲
痛
の
叫
び
が
上
が
っ
て
い

る
。
観
光
地
に
お
い
て
は
、
観
光
客
は
例
年
に

比
べ
、
極
端
に
減
少
し
、
政
府
の
景
気
回
復
の

テ
コ
入
れ
が
な
け
れ
ば
、
倒
産
が
相
次
ぐ
と
こ

ろ
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ

る
。
政
府
は
観
光
の
振
興
を
図
る
た
め
に
旅
行

代
金
を
割
り
引
く
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
観
光
支
援
事
業
）を
、
7
月
22
日
か
ら
始
め

た
。
と
こ
ろ
が
、
東
京
の
感
染
者
数
が
連
日
300

人
近
く
発
生
、
こ
れ
を
配
慮
し
て
、
政
府
は
東

京
発
、
東
京
着
の
観
光
客
に
は
、
こ
の
制
度
を

適
用
し
な
い
こ
と
に
決
定
し
た
。
所
得
の
高
い

人
が
、
多
く
住
ん
で
い
る
東
京
を
外
し
、
そ
の

上
予
約
取
り
消
し
に
補
償
料
を
出
す
こ
と
に
し

た
た
め
に
、
各
地
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
で
は
キ
ャ

ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、
一
気
に
景
気
回
復
を
も
く

ろ
ん
で
い
た
観
光
地
は
、
ま
っ
た
く
当
て
が
外

れ
て
し
ま
っ
た
。
京
都
で
も
、
観
光
客
数
は
例

年
と
比
べ
、
極
端
に
少
な
く
、
海
外
か
ら
の
観

光
客
は
ゼ
ロ
に
近
く
、
有
名
な
社
寺
仏
閣
、
観

光
地
は
人
通
り
も
少
な
い
。
23
日
か
ら
連
休
の

主
要
ホ
テ
ル
稼
働
率
は
例
年
と
比
較
し
て
、
大

幅
に
減
少
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
京
都
駅
の

土
産
物
店
の
売
り
上
げ
も
、
例
年
の
約
30
％
位

に
落
ち
込
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ワ
ク

チ
ン
、
治
療
薬
が
完
成
す
る
ま
で
観
光
客
の
原

状
回
復
は
望
め
そ
う
も
な
い
。

日本における造船業の重要性を
訴える多々見舞鶴市長

伏 見 稲 荷清 水 寺祇園花見小路

4
月
15
日（
水
）

7
月
24
日（
金
）
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二ノ湯　智参議院議員

コロナ感染症拡大防止で
　　　マスクを着用しなければならず
　　　　　　　不快なことだと思います
　コロナに感染しない、感染させない為
　　　　　　　今しばらくご辛抱下さい
時節柄くれぐれもご自愛下さい

令和二年八月

暑中 お見舞申し上げます
連日猛暑が続いています

一
、
京
都
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
も
少
な
く
、
安
心

し
て
い
た
が
、
7
月
に
入
っ
て
段
々
と
患
者
が
増
え
て
来

た
。
日
本
三
大
祭
の
祇
園
祭
、
夏
の
京
の
風
物
詩
で
あ
る

五
山
の
送
り
火
も
中
止
と
な
っ
た
。
今
年
の
夏
は
例
年
に

な
い
寂
し
さ
で
あ
る
。

一
、
3
密
を
避
け
る
た
め
に
、
多
く
の
会
合
、
集
会
、

パ
ー
テ
ィ
ー
が
中
止
と
な
っ
て
い
る
。
政
治
家
が
資
金
集

め
を
す
る
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
け
な
く
な
っ
た
。

そ
の
為
、
政
治
家
の
各
事
務
所
も
運
営
資
金
が
不
足
し
て
、

悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
だ
。

一
、
4
月
以
降
マ
ス
ク
着
用
は
、
義
務
に
近
い
状
態
に

な
っ
て
い
る
。
マ
ス
ク
は
蒸
れ
て
、
気
持
ち
の
い
い
も
の

で
は
な
い
。
そ
の
上
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
と
、
酸
素
の

吸
引
量
が
少
な
い
の
か
息
苦
し
く
、
疲
れ
や
す
い
。
真
夏

の
着
用
が
思
い
や
ら
れ
る
。

一
、
拉
致
被
害
者
家
族
連
絡
会
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
横

田
滋
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
。
被
害
者
救
済
の
た
め
に
夫
婦

揃
っ
て
、
愛
す
る
娘
に
一
目
会
い
た
い
と
、
数
十
年
間
頑

張
っ
て
こ
ら
れ
た
が
、
叶
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
ど

ん
な
気
持
ち
で
旅
立
た
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

一
、
石
原
軍
団
が
解
散
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
後
の

大
ス
タ
ー
石
原
裕
次
郎
が
亡
く
な
っ
た
の
が
、
昭
和
62

年
7
月
。
私
が
京
都
市
会
議
員
に
当
選
し
た
年
で
あ

る
。
35
年
の
年
月
が
経
過
し
、
裕
次
郎
を
知
ら
な
い
世

代
も
増
え
て
き
た
。
時
代
の
一
つ
の
区
切
り
で
あ
る
。

一
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）は
全
身
の
筋
肉

が
動
か
な
く
な
る
不
治
の
病
で
あ
る
。
そ
の
患
者
か
ら
、

殺
害
を
依
頼
さ
れ
た
2
人
の
医
者
が
逮
捕
さ
れ
た
。

高
齢
化
時
代
を
迎
え
、
こ
の
種
の
事
例
が
増
え
る
だ
ろ

う
。安
楽
死
問
題
に
結
論
を
出
す
べ
き
時
が
来
て
い
る
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関
紙「えとす」の発行をはじめ、
二ノ湯さとしの政治活動をご支
援いただける会員を募集してお
ります。
是非、二ノ湯さとしの政治
理念と主張にご賛同いただ
き、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

元
衆
議
院
議
員
清
水
鴻
一
郎
氏
復
党

党
の
発
展
に
貢
献
す
る
と
表
明

ル
料
の
補
償
が
決
ま
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
や
重
症
者
・

死
者
の
属
性
、
つ
ま
り
コ
ロ
ナ
の

真
実
を
、
国
民
が
知
り
た
い
情
報

を
国
民
に
説
明
し
、
納
得
を
得
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
本

当
に
リ
ス
ク
の
あ
る
方
に
は
外
出

の
自
粛
を
徹
底
し
て
頂
き
、
医
療

資
源
も
そ
う
し
た
方
に
集
中
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ

物
事
を
決
断
す
る
の
は
政
治
家
で

す
。
専
門
家
に
は
コ
ロ
ナ
は
感
染

力
が
強
く
最
大
10
万
人
が
死
亡
す

る
と
い
う
方
も
い
れ
ば
、
感
染
力

は
弱
く
死
者
は
最
大
3500
人
程
度
で

あ
ろ
う
と
す
る
方
も
い
ま
す
。
ワ

イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど
メ
デ
ィ
ア
で

色
々
情
報
発
信
さ
れ
る
の
は
自
由

で
す
が
、
国
民
は
そ
れ
に
振
り
回

さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
が
国
民
か

ら
信
頼
さ
れ
納
得
さ
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
コ
ロ
ナ

と
共
生
し
つ
つ
人
的
・
経
済
的
犠

牲
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
か
ど

う
か
は
ま
さ
に
政
府
の
危
機
管
理

力
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

桜
美
林
大
学
客
員
教
授　

二
之
湯 

武
史

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
流
行
の
第

2
波
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
死

者
、
重
症
者
は
諸
外
国
と
比
較
し
て

も
依
然
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る

も
の
の
、
感
染
者
の
隔
離
に
よ
る
病

床
の
不
足
や
医
療
機
関
の
経
営
悪

化
、
医
療
従
事
者
の
働
く
環
境
悪
化

な
ど
、
現
場
は
限
界
に
近
づ
い
て
い

ま
す
。

ま
た
、
再
び
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
る
と
経
済
へ
の
影
響
は
さ
ら

に
深
刻
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
倒

産
・
失
業
は
恐
慌
レ
ベ
ル
に
ま
で
達

し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
経
済

的
理
由
で
自
死
す
る
死
者
数
が
コ
ロ

ナ
に
よ
る
死
者
数
を
超
え
て
し
ま
う

で
し
ょ
う
。
感
染
対
策
を
万
全
に
し

つ
つ
、
経
済
を
極
力
通
常
通
り
回
し

て
い
く
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
政
府
の
リ
ス
ク
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
十
分
だ
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
が
後
手
に

回
っ
て
い
る
感
じ
が
拭
え
ま
せ
ん
。

7
月
22
日
か
ら
始
ま
る
『
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
に
し
て
も
直
前
に

な
っ
て
、
東
京
の
除
外
や
キ
ャ
ン
セ

京
都
府
連
幹
事
長
を
務
め
た
清
水
鴻
一
郎
氏
は
、
平
成

17
年
、
京
都
3
区
か
ら
立
候
補
、
比
例
復
活
で
初
当
選
し

た
。
そ
の
後
、
自
民
党
を
離
脱
、
平
成
22
年
3
月
、
み
ん

な
の
党
か
ら
、
参
議
院
選
挙
に
出
馬
す
る
も
落
選
。
自
民

党
か
ら
除
名
処
分
を
受
け
た
後
、
政
界
を
引
退
。
数
年
前

か
ら
自
民
党
へ
の
復
党
を
希
望
し
て
い
た
が
、
国
会
議
員

の
復
党
に
は
10
年
間
の
日
時
が
必
要
条
件
と
な
っ
て
お

り
、
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
が
、
7
月
の
党
本
部

党
紀
委
員
会
で
、
よ
う
や
く
復
党
が
認
め
ら
れ
た
。

今
こ
そ
政
府
の

今
こ
そ
政
府
の

危
機
管
理
が

危
機
管
理
が

問
わ
れ
る

問
わ
れ
る


